
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【主な活動内容】 

 

 

 

   

令和３年１月から令和３年１０月末までの消防団員火災出動件数４件（昨年５件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第 1２号 

発行：令和３年 11 月 

胎内市消防団予防部 

 
発行責任元 胎内市総務課防災対策係 Tel 0254-43-6111(内線 1311) 

 

 

 （土のう作成） 

○ 令和３年度は、コロナウイルスの感染拡大防止のため、ポンプ操法競技大会、秋季総合演習等中止

といたしました。（会場を分散し、６月に方面隊訓練、10 月にポンプ操作確認訓練を実施。） 

○ ８月には、広い会場でマスク着用のうえ、十分な換気を行いながら新入団員講習会・規律訓練を開

催。新入団員が消防団の基礎知識及び基本動作を学びました。 

○ 市で保管している水害時に使用する「土のう」の作成を２回実施し、約 1,0５0 個の土のうを作成 

５月 30 日（日）早朝６時より、本部員、乙方面隊２６名参加し、約５００個土のうを作成。  

７月 31 日（日）早朝６時より、本部員、築地方面隊３２名参加し、約 5５0 個土のうを作成。 

 

 

 

 

 

 

（方面隊実践訓練） 

（ポンプ操作確認訓練） 
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、
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ろ
か
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厚
く
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し
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ま
す
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今
年
度
も
、
令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
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、
計
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て
い
ま
し
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プ
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面
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災
を
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練
や
浸
水
被

害
を
想
定
し
た
水
防
訓
練
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め
、
市
民
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皆
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全
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安
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に
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で
き
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取
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組
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す
の
で
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き
続
き
、
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防
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ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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胎内市消防団広報誌 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防団構成（Ｒ３．４．１現在） 

 

隊名 管轄地区 分団 部数 隊員（団員）数

中条方面隊

隊長　横内　貴裕

乙方面隊

隊長　片野　直未

築地方面隊

隊長　小川　広幸

黒川方面隊

隊長　阿部　良和

鼓岡・大長谷方面隊

隊長　板谷越　正樹

女性消防隊

隊長　羽田　葉子

６２９名

１０名
副隊長２名
隊員７名

１名 ２名

中条 １３部 １６１名

１４４名

築地 ９部 １２５名

乙 １０部

黒川 ９部 ９３名

鼓岡・大長谷 １３部 　９５名

１～５

６～８

９～11

12～15

16～18

副団長
齋藤　長彦

団　長
宮嶋　等

副団長
平野　紀夫

 

団長 1名

副団長 2名

方面隊長 5名

分団長 18名

副分団長 18名

部長・女性消防隊長 50名

班長・女性消防副隊長 100名

団員・女性消防隊員 438名

計 632名

消防団員定数 680名

階級別　団員数

 

令和４年４月 消防団処遇の改善予定 

 １ 組織再編（統合）  現在：5方面隊－18分団－49部 ⇒ 再編後：4方面隊－13分団－29部 

２ 定数の見直し    現在：基本団員 660名・機能別団員 20名 ⇒ 基本団員 630名・機能別団員 20名 

３ 報酬の見直し    年額報酬：全階級増額で検討中 出動報酬：1時間毎に 1,000円の予定 

４ 費用弁償の見直し  出動手当：交通費等実費分として１回 500円の予定 

５ 装備の充実     救助用ボート、耐切創性保護衣（チェーンソー等使用時に着用）の購入 

６ 消防団活動の見直し 操法大会・行事・訓練等の見直し 

分団長 第１部 1班 北本町・大川町　　2班 新栄町　　3班 東本町

副分団長 第２部 1班 本郷町　　2班 西条町・赤川　3班 あかね町

分団長 第１部 1班 並槻　　2班 野中・羽黒

副分団長 第２部 1班 関沢・星の宮　　2班 長橋

分団長 第１部 1班 柴橋　　2班 新館

副分団長 第２部 1班 船戸　　2班 塩津

分団長 第１部 1班 横道・土作　　2班 高野・十二天・

副分団長 第２部 1班 菅田　　2班 山屋・平木田　　3班 平木田駅前

分団長 第１部 1班 八幡・地本

副分団長 第２部 1班 大出・富岡

第３部 1班 荒井浜

分団長 第１部 1班 乙

副分団長 第２部 1班 桃崎浜

分団長 第１部 1班 鴻ノ巣・宮瀬　　2班 高畑

副分団長 第２部 1班 笹口浜

分団長 第１部 1班 山王・下高田　　2班 中村浜

副分団長 第２部 1班 築地　　2班 築地新

分団長 第１部 1班 高橋・苔の実

副分団長 第２部 1班 宮川

第３部 1班 村松浜

分団長 第１部 1班 自動車分団（ポンプ車）　2班 黒川本村（積載車）

副分団長 第２部 1班 下江端　　2班 東牧

分団長 第１部 1班 近江新　　2班 蔵王・切田　　3班 塩沢

副分団長 第２部 1班 下館・下赤谷　　2班 塩谷　　3班 前山台

分団長 第１部 1班 坪穴・栗木野新田　　2班 夏井

副分団長 第２部 1班 鼓岡　　2班 坂井

第３部 1班 熱田坂　　2班 宮久・川合

分団長 第１部 1班 須巻・下荒沢　　2班 持倉・黒俣

副分団長 第２部 1班 大長谷・小長谷　　2班 鍬江

【学生消防隊】10

第13分団

【女性消防隊】10

第11分団

【黒川方面隊長】 第12分団

第10分団

第９分団

【乙方面隊長】 第５分団

【副団長】

【団長】 第６分団

【副団長】 第７分団

【築地方面隊長】 第８分団

副団長
２

方面隊長
＋女性＋学生２４

分団
１３

部　２９ 機能別
２０所属

第１分団

（

部
で
な
く
、

分
団
所
属
）

【中条方面隊長】 第２分団

第３分団

第４分団

団長
１

Ｒ４年度 組織図(案）

 


